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大
洲
百
景
(
水
彩
画
)

「
一
つ
一
つ
の
作
品
全
て
に
、
そ
れ

ぞ
れ
様
々
な
思
い
出
が
息
づ
い
て
い
る

ん
で
す
よ
:
・
・
・
L

三
の
丸
在
住
の
松
田
祐
治
さ
ん
は
、
八

年
前
か
ら

H

大
洲
百
景
山
の
制
作
に
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。

松
田
さ
ん
が
絵
筆
を
手
に
す
る
よ
う

に
な
っ
た
の
は
、
還
暦
の
祝
を
迎
え
た

頃
か
ら
だ
そ
う
で
す
。
末
の
恵
子
さ
ん

(
薫
さ
ん
U
東
京
在
住
・
版
画
家
リ
)

か
ら
送
ら
れ
た
指
導
書
を
参
考
に
技
術

を
磨
き
、
現
在
ま
で
山
大
洲
百
呈
デ
と

し
て
描
い
で
き
た
風
E
R
は
、
八
十
四
景

に
も
な
り
ま
す
。

松
田
さ
ん
は
、
優
し
い
ま
な
ざ
し
で

b
こ
う
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

川
「
私
は
、
私
の
心
を
は
ぐ
く
ん
で
く

.
バ
れ
た
大
洲
の
大
白
然
が
、
私
に
訴
え
か

け
引
け
て
く
る
も
の
を
描
き
た
い
と
思
い

w
n
H大
洲
百
景
山
を
手
が
け
て
き
ま
し
た
。

μ
大
洲
の
自
然
は
天
下
一
。
筆
の
握
れ
る

3
・
聞
は
、
こ
よ
な
く
愛
し
て
や
ま
な
い
大

洲
の
風
景
を
描
き
続
け
る
つ
も
り
で
す
己

治さん(70歳)祐田松

0大洲市長寿番付表… 2・3P
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0悪徳商法にご用心.1…6P

0市職員などを募集…・・ 7P

0新増築家屋を調査……8P



おおず 昭和63年 9月1日広報

90歳以上

141人に

大洲市長事番付表 (8月Hl

七
月
十
八
日
現
在
、
大
洲
市
で
九
十
歳
以
上

の
人
は
百
四
十
人
と
な
り
、
昨
年
に
比
べ
て
十

五
人
増
え
ま
し
た
。
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百
四
十
人
の
内
訳
は
、
男
性
四
十
二
人
、

性
九
十
八
人
で
、
女
性
が
男
性
を
大
き
く
リ
|

ド
し
て
い
ま
す
。

市
内
最
高
齢
者
の
有
友
ム
メ
力
さ
ん
(
菅
田
)

ま
す
ま
す
お
元
気
の

ょ
う
で
す
。

も
今
年
百
一
歳
を
迎
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、
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松石平武出井松清屋演宇石芳米三尾
土也

永村田田合上井中岡田津村我岡瀬中

広報昭和63年 9月1日

尾 松杉福小河森 大 矢 山 河 富 久 上 官 鎌河

見
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蔵
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土
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マ
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須
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キ
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柳
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ツ
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八
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義
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町
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カ
メ
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平
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ド
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菅
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ア
キ
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土
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八
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フ
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郎
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ナ
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地区別老年人口比率
( )内は昨年の比率 大

洲
市
内
の
老
年
人
口
比
率
(
大
洲

市
の
人
口
に
占
め
る
六
十
五
歳
以
上
の

入
の
割
合
)
は
、
一
昨
年
に
は
一
四
・

二
一
%
、
昨
年
に
は
一
四
・
八
%
と
増
加

を
続
け
、
今
年
は
一
五
・
一
一
%
に
至
り

ま
し
た
。
地
区
別
に
見
て
も
や
は
り
同

じ
で
、
老
年
人
口
比
率
は
、
全
地
区
に

お
い
て
昨
年
を
上
回
っ
て
い
ま
す
。

日
本
の
平
均
寿
命
(
零
歳
時
の
平
均

余
命
)
は
、
昭
和
六
十
二
年
度
の
厚
生

省
の
発
表
に
よ
る
と
、
男
性
が
七
五
・

六
一
歳
、
女
性
が
八
一
・
一
一
一
九
歳
で
、

前
年
と
比
べ
男
性
が

0
・
三
八
歳
、
女

16.2% (15.9%) 

11.3% (11.1%) 

16.3% (15.8%) 

19.8% (18.9%) 

16.0% (15.9%) 

性
が

0
・
四
六
歳
延
び
ま
し
た
。
外
国

と
の
比
較
は
単
純
に
は
で
き
な
い
の
で

す
が
、
日
本
は
、
ア
イ
ス
ラ
ン
ド
や
ス

ウ
ェ
ー
デ
ン
な
ど
と
並
ぶ
世
界
最
長
寿

国
と
な
っ
て
い
ま
す
。

今
後
も
、
医
療
技
術
の
進
歩
な
ど
で

寿
命
は
延
び
る
も
の
と
み
ら
れ
、
一
段
と

進
む
高
齢
化
社
会
へ
の
取
り
組
み
が
い

っ
そ
う
求
め
ら
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

高
齢
化
社
会
の
中
で
、
豊
か
な
老
後
を

送
る
た
め
に
わ
た
し
た
ち
は
何
を
す
べ

き
か
が
大
変
重
要
な
問
題
に
な
っ
て
き

て
い
る
よ
う
で
す
。

21.2% (20.1%) 

15.7% (14‘9%) 

21.8% (21.0%) 

18.6% (18.3%) 

17.6% (17.4%) 

22.0% (20.8%) 

15.2% (14.8%) 
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田
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上須戒
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柳

新

メ入
口
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内
ペ
J
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敬
老
年
金
)

シ

l
ツ
)
を
贈
呈

九
月
十
三
、
十
四
、
十
六
日

大
洲
市
で
は
、
お
年
寄
の
健
康
増

進
の
た
め
「
敬
老
年
金
」
と
「
シ
ー

ツ
し
を
贈
呈
し
ま
す
。

対

象

者

昭
和
六
十
三
年
九
月
十
五
日
現
在
、

大
洲
市
に
引
き
続
き
て
一
ヵ
月
以
上
住

所
の
あ
る
人
で

O
敬
老
年
金
は
、
九
月
十
五
日
現
在

で
満
八
十
歳
以
止
の
人
(
明
治
四
十

一
年
九
月
十
六
日
ま
で
に
生
ま
れ
た

人
)

O
シ
!
ツ
は
、
昭
和
六
十
四
年
二
一
月

三
十
一
日
現
在
で
満
七
十
歳
以
L
しの

人
(
大
正
八
年
四
月
一
日
ま
で
に
生

ま
れ
た
人
)

V
な
お
、
敬
老
年
金
は
、
次
の
よ
う

に
お
渡
し
し
ま
す
。

日
時
九
月
十
一
二
、
十
四
、
十
六
日

午
前
九
時
1
午
後
四
時
三
十
分

場
所
肱
南
地
区
↓
市
役
所
一
階

ロ
ビ
!
、
肱
北
地
区
↓
老
人
福
祉
セ
ン

タ
ー
、
そ
の
他
の
地
区
↓
各
連
絡
所

持
参
品
印
鑑
、
通
知
の
ハ
ガ
キ

※
シ
l
ツ
は
、
個
人
あ
て
九
月
末
日

ま
で
に
お
届
け
し
ま
す
。

詳
し
く
は
、
大
洲
市
福
祉
事
務
所

援
護
係
ま
で
。

宮
⑪
2
1
1
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内
線
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昭和63年 9月1日

大洲市の財政状況を公表します

昭和62年 4月 1日

~昭和63年 3月31日(昭和62年度〉

中
ヘ

1
4
・

長市

宣

大洲

近田(一般会計予算執行状況)

大
洲
市
財
政
状
況
の
公
表
等
に
関
す
る
条
例
第
二

条
、
お
よ
び
地
方
公
営
企
業
法
第
四
十
条
の
一
一
の
規

定
に
よ
り
、
昭
和
六
十
二
年
度
の
財
政
状
況
を
公
表

し
ま
す
。

予算額 111億 5，481万円

執行額 107↑意2，472万円

4億9，784万円

4f童6句333万円員三巴』

1111意5，481万円

112億4，321万円

予算額

執行額

2(，意3，804万fll

2(，意3、553万円

4(，意7，431万円

4(，意6，060JjfTl 

12億2，418万円

12億1，117万円

13(，意1，545万円

12f意1，9221jドi

12億6，7461jflJ

121意4，855hfll

品立f豆品
ぽ亘戸主函

雇員三E三
面詞E司自主4

1剛山里 M川 l

4i，意8，885Ijl'J

5(J章6，256万円

lf車6，253万円

li意6、962万円

門
川
]
予
算
額

関
関
幽
執
行
額 2億2，032力一円

21意2，242万円

5億2，446万円

5i，意2，446万円

11!，車、1，218万Pl

10億2，418万円

12!意8，060万円

12!意5マ310万円

15(J車9，209万円

15億2，698万円

16i，意4，580hド1

15億6，793万円

301産20億10i，意。。10!患20i，意30億40i，意

(市穏と市戻負担の状荒]

市民税 固定資産税 たばこ消費税 電気税 その他
必口:).. I頁

納 4rV 11EEz「¥、回Lつ1: 

i崎世
-軽自動車税

-特別土地保有税
言十目

-木材引取税

金 額 13億1，100万円 10億2，561万円 l{;意6，250万円 l億3，673J)ドJ 4，360万円 26f;意7，944万円

1人当たり 33，009fl1 25，824円 4，091 flj 3，443Pl 1，098PJ 67，465円

1世帯。 102，815円 80司434ドj 12，744ドj 10司 723円 3，419円 210‘135円

構成率 48.9% 38.3% 6.1% 5.1% 1.6% 100% 

- 4 



昭和田年9月1日 広報おおず

(公債費の状況) (一般会計性質別予算執行状況)
区分 借入先 件数 現在品 一世帯当たり 一人当たり

大蔵省 105 61億2，083万円 480，027円 154，115円

般 郵政省 44 2C億8，083万円 163，190円 52，393円
Z五〉、 その他 50 28億2，599万円 221，629円 71，155円

小計 199 110億2，765万円 864，846円 277，663円

特 大蔵省 11 2億4，724万円 19，389円 6，225円
31J 郵政省 32 5億2，136万円 40，888円 13，127円A五入

小計 43 7億6，860万円 60，277円 19，352円 l

A 口 242 117{意9，625万円 925，123円 297，坦里」

(市有財産の状涜)
種 思Ij 面 干責 等 金 額

宅地 523，553m' 20億 5，615万円

山 キ本 2，798，711m' 5，226万円

田 畑 99.836m' 124万円

幸佐手重土也 12.113m' 447万円

建 物 169 ，289m' 101億 3，825万円

立 木 58 ，279m' 3億 7，524万円
区分

財政調整基金 11億 3，384万円 会計別

国民健康保険財政調整基金 7，596万円 工業用水道

土地開発基金 2{:意1，582万円 オt 31i! 
その他特定目的基 金 3，332万円

出 資 金 7，152万円
国民宿舎

言十 15億 3，046万円 病 F完

特別会計の

状 況

国民健康保険

務
国保診療所

間
予算現額 24億 4，704万円 3，716万円

収入済額 25{:意8，111万円 3，494万円

支出済額 22億 8，154万円 3，312万円

自昭和62年4月1日

至昭和63年3月31日

総収益 総費用 当期純利益

774万円 552万円 222万円

3億3，194万円 3億1，689万円 1，505万円

8，380万円 8，372万円 8万円

15億2，673万円 13億6，201万円 l億6，472万円

老人保健 と 畜 場

盆手}ヒゐ Q誌
20億 4，879万円 34万円

19億 7，727万円 11万円

20{:意 735万円 11万円

差 ヲ| 2{:き9，957互里J 182万喧J し一丘 3，008万円ノ 0万円

交通障害保障 土地取得造成 住宅新築資金
等貸付事業

簡易水道 農業集落排水

援語Z 嘩ーと l:~ 奏h 馬込
784万円 441万円 1億 1，668万円 7，389万円 1億 9，229万円

769万円 342万円 7，159万円 7，302万円 1億 9，126万円

724万円 342万円 1億 1，656万円 7，205万円 H意9，126万円

4里互里J 0万円 ム 4，497万円 97万 円 0万円ノ

- 5 
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〈
士
(
サ
ム
ラ
イ
)
商
法
〉

こ
こ
数
年
、
全
国
で
悪
徳
商
法
に
よ

る
被
害
が
続
出
し
て
い
ま
す
。
大
洲
市

も
例
外
で
は
な
く
、
何
件
も
の
苦
情
相

談
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

日
ご
ろ
か
ら
悪
徳
商
法
に
対
す
る
知

識
を
蓄
え
、
お
か
し
い
と
思
っ
た
と
き

に
は
、
き
っ
ぱ
り
と
断
る
勇
気
を
持
ち

ま
し
ょ
う
。

。
悪
徳
業
者
に
つ
け
入
ら
せ
ぬ
た
め
の

五
力
条

1
、
ど
ご
の
誰
が
、
何
の
目
的
で
た
ず

ね
て
き
た
の
か
よ
く
確
か
め
ま
し
ょ

h

フ。
〈

S
F
商
法
〉

SF商法

2
、
必
要
で
な
け
れ
ば
、
勇
気
を
も
っ

て
こ
と
わ
り
ま
し
ょ
う
。

3
、
買
う
前
に
家
族
と
よ
く
相
談
し
ま

し
ょ

h

フ。

4
、
契
約
内
容
を
よ
く
確
か
め
ま
し
ょ

h

「ノ。
5
、
う
か
つ
に
署
名
、
押
印
は
し
な
い

よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

※
わ
か
し
い
と
思
っ
た
ら
、
す
ぐ
消
費

生
活
相
談
窓
口
へ
。

八
幡
浜
地
方
局
く
ら
し
の
窓
口

宮

0
8
9
4
⑫
3
7
0
0

何
で
も
か
ん
で
も
資
格
時
代
。
国
家
ル
が
送
付
さ
れ
、
そ
の
あ
と
電
話
で
勧

資
格
な
ど
を
取
る
た
め
の
講
座
が
盛
ん
誘
の
追
い
う
ち
が
か
か
り
ま
す
。
職
場

に
行
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
そ
の
内
容
も
な
ど
へ
長
時
間
か
け
ら
れ
、
い
い
か
げ

さ
ま
ざ
ま
で
、
い
い
か
げ
ん
な
も
の
も
ん
に
話
を
聞
い
て
い
た
だ
け
な
の
に
、

あ
り
、
苦
情
の
対
象
と
な
っ
て
い
ま
す
。
後
日
受
講
代
金
を
請
求
さ
れ
た
り
、
話

経
営
、
法
律
、
建
築
関
係
な
ど
一
般
が
違
う
の
で
契
約
を
取
り
消
そ
う
と
思

に
公
的
資
格
と
紛
ら
わ
し
い

O
O士
の
っ
て
も
返
金
し
て
く
れ
な
い
な
ど
の
例

資
格
取
得
を
勧
め
る
ダ
イ
レ
ク
ト
メ
ー
が
あ
り
ま
す
。

古
式
泳
法
を
学
ぼ
う

!
神
偉
流
水
泳
教
室
|

大
洲
古
来
よ
り
伝
わ
る
「
大
洲
神
侍

主
馬
流
」
の
基
本
を
学
ぼ
う
と
、
七
月

二
十
一
日
、
肱
川
橋
下
の
河
原
で
、
大

洲
夏
期
水
泳
学
校
(
吉
岡
友
睦
校
長
、

大
洲
市
教
育
委
員
会
、
大
洲
神
惇
流
保

存
会
主
催
)
が
開
校
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
水
泳
学
校
は
、
市
民
皆
泳
と
神

捕
時
流
の
保
存
・
普
及
を
図
る
と
と
も
に
、

児
童
の
心
身
の
鍛
練
及
び
水
難
事
故
の

防
止
を
目
的
と
し
て
開
校
さ
れ
る
も
の

で
、
今
年
で
三
十
六
回
目
に
な
り
ま
す
。

今
年
も
、
大
洲
市
内
か
ら
七
十
一
人
、

松
山
市
か
ら
三
人
の
計
七
十
四
人
の
小

・
中
学
生
が
参
加
し
、
能
力
別
に
一
班

(
よ
く
泳
げ
る
も
の
)
か
ら
五
班
(
泳

げ
な
い
も
の
)
ま
で
の
五
つ
の
班
に
分

か
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
に

沿
っ
て
練
習
に
励
み
ま
し
た
。

最
終
日
の
七
月
三
十
一
日
に
は
、
先

生
た
ち
ゃ
保
護
者
の
前
で
練
習
の
成
果

を
披
露
。
止
息
競
泳
や
パ
タ
足
競
泳
な

ど
、
た
く
ま
し
く
日
焼
け
し
た
子
供
た

ち
の
力
泳
に
、
見
学
者
か
ら
も
盛
ん
な

拍
手
が
送
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

ま
た
、
七
月
三
十
日
に
行
わ
れ
た
泳

カ
テ
ス
ト
の
結
果
、
佐
々
木
和
彦
く
ん

(
南
中
一
年
)
外
八
人
が
三
級
の
、
河

野
明
仁
く
ん
(
北
中
三
年
)
外
三
人
が

二
級
の
認
定
を
受
け
ま
し
た
。
認
定
証

の
授
与
は
、
八
月
七
日
開
催
の
国
民
皆

泳
記
念
水
泳
大
会
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

6 

S
F
商
法
と
は
、
新
製
品
普
及
会
の

頭
文
字
を
と
っ
た
も
の
で
す
が
、
日
用

品
や
食
料
品
の
安
売
り
あ
る
い
は
講
習

会
を
す
る
、
と
の
名
目
で
人
を
集
め
、

閉
め
き
っ
た
場
内
で
熱
狂
的
な
雰
囲
気

を
盛
り
上
げ
て
商
品
を
買
わ
せ
る
の
で
、

催
眠
商
法
と
も
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

販
売
業
者
の
巧
み
な
話
術
に
の
せ
ら

れ
、
気
が
付
い
た
ら
高
額
商
品
の
購
入

を
し
て
い
た
と
い
う
も
の
で
す
。
磁
気

マ
ッ
ト
や
健
康
食
品
、
電
気
治
療
器
、

羽
毛
布
団
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

h
p
七
月
二
十
一
日
の
開
校
式

h
p
練
習
に
励
む
子
供
た
ち
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職員を募集
大洲市役所・市立大洲病院

受付は8J331日-9月9日

大

洲

市

役

所

大
洲
市
役
所
の
職
員
を
次
の
よ
う
に

募
集
し
ま
す
。

採
用
予
定
人
員

。
事
務
職
員

O
工
手
(
水
道
)

受
付
期
間

昭和63年 2月1日

警察官を募集
(高校卒程度)

四
人
程
度

一
人受付は

9/16"-' 
10/14 

八
月
三
十
一
日

1
九
月
九
日

※
な
お
、
郵
送
の
場
合
は
、
昭
和
六

十
三
年
九
月
九
日
ま
で
の
消
印
有
効

そ
の
他

受
験
資
格
・
試
験
日
な
ど
詳
し
く
は
、

地
区
回
覧
の
「
大
洲
市
職
員
採
用
試
験

案
内
」
を
ご
覧
い
た
だ
く
か
、
市
長
公

室
ま
で
お
問
い
合
せ
く
だ
さ
い
。

宮
⑫
2
1
1
1
内
線
2
2
1

市
立
大
洲
病
院

採
用
予
定
人
員

。
助
産
婦
一
人

O
看
護
婦
二
人
程
度

応
募
資
格

①
日
本
国
籍
を
有
し
、
地
方
公
務
員

法
第
十
六
条
に
該
当
(
禁
治
産
者

な
ど
)
し
な
い
者

②
採
用
後
、
市
内
ま
た
は
市
立
大
洲

病
院
に
通
勤
可
能
な
地
域
に
居
住

で
き
る
者

③
助
産
婦
に
つ
い
て
は
、
昭
和
二
十

愛
媛
県
警
察
で
は
、
次
の
と
お
り
警

察
官
(
高
校
卒
程
度
)
を
募
集
し
ま
す
。

受
付
期
間
昭
和
六
十
三
年
九
月
十
六

日
か
ら
十
月
十
四
日
ま
で
の
執
務
時

間
中
受
け
付
け
ま
す
。
な
お
、
郵
送

の
場
合
は
、
昭
和
六
十
三
年
十
月
十

四
日
ま
で
の
消
印
の
あ
る
も
の
に
限

り
有
効
。

受
験
資
格

O
昭
和
三
十
六
年
四
月
二
日
か
ら
昭

和
四
十
六
年
四
月
一
日
ま
で
に
生
ま

八
年
四
月
二
日
以
降
に
生
ま
れ
た

者
で
、
助
産
婦
の
免
許
を
有
す
る

者
ま
た
は
養
成
機
関
を
昭
和
六
十

四
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
に
卒
業

す
る
見
込
み
の
者

④
看
護
婦
に
つ
い
て
は
、
昭
和
三
十

三
年
四
月
二
日
以
降
に
生
ま
れ
た

者
で
、
看
護
婦
の
免
許
を
有
す
る

者
ま
た
は
養
成
機
関
を
昭
和
六
十

四
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
に
卒
業

す
る
見
込
み
の
者

受
付
期
間八

月
三
十
一
日

1
九
月
九
日

郵
送
の
場
合
は
、
昭
和
六
十
三
年
九

月
九
日
ま
で
の
消
印
有
効

そ
の
他
受
験
資
格
、
試
験
日
な
ど
詳

し
く
は
、
地
区
回
覧
の
「
大
洲
市
職
員

(
助
産
婦
、
看
護
婦
)
採
用
試
験
案
内
し

を
ご
覧
い
た
だ
く
か
、
市
立
大
洲
病
院

事
務
局
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

宮

0
8
9
3
⑪
2
1
5
1

れ
た
男
子
(
四
年
制
大
学
を
卒
業
し

た
者
、
卒
業
見
込
の
者
を
除
く
。
)

O
日
本
の
国
籍
を
有
す
る
者

O
地
方
公
務
員
法
第
十
六
条
各
号
の

い
ず
れ
に
も
該
当
し
な
い
者

試
験
日
昭
和
六
十
三
年
十
月
二
十
三

日
(
第
一
次
試
験
)

受
付
及
び
問
い
合
せ
は
、
各
警
察
署
、

愛
媛
県
人
事
委
員
会
ま
で

宮

0
8
9
9
⑪
2
1
1
1

へ
ど
う
ぞ

8
・
時
観
光
ナ
シ
園
オ
ー
プ
ン

ナ
シ
狩
り

好
評
を
は
く
し
て
い
る
観
光
い
も
園

の
隣
接
地
に
、
八
月
十
八
日
、
「
観
光

ナ
シ
園
し
が
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。

左
記
の
と
お
り
開
園
し
て
い
ま
す
の

で
、
ご
家
族
連
れ
で
ぜ
ひ
一
度
ご
来
園

く
だ
さ
い
。

場
所
上
須
戒
一
の
瀬
梨
団
地
(
案

内
図
参
照
)

期

間

八

月

十

八

日

1
九
月
中
旬

時

間

午

前

十

時

1
午
後
五
時

入
園
料
大
人
(
中
学
生
以
上
)
六

O

O
円
、
子
供
(
小
学
生
以
上
)

四
O
O円
、
三
歳
以
上
二

O
O

円。

※
持
ち
帰
り
は
一
勾
当
り
五

O
O円

問
い
合
せ
先

大
洲
市
商
工
観
光
課
宮
⑪
2
1
1
1

大
洲
市
農
協
上
須
戒
支
所

宮
⑮
0
0
2
1

大
洲
市
一
の
瀬
団
地
梨
生
産
組
合

(
二
宮
豊
林
)
宮
⑮
1
2
2
8

7 ー

内案
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婦
人
少
年
室
協
助
員
は
、
労
働
大
臣

か
ら
委
嘱
さ
れ
て
、
働
く
婦
人
や
青
少

年
の
保
護
・
福
祉
の
向
上
、
一
般
婦
人

の
地
位
向
上
を
図
る
こ
と
な
ど
の
仕

事
を
し
て
い
ま
す
。

働
く
婦
人
や
青
少
年
、
一
般
婦
人
の

個
々
の
ケ
l
ス
に
つ
い
て
、
よ
い
相
談

相
手
と
な
り
ま
す
。
職
場
や
家
庭
で
お

こ
っ
た
問
題
や
悩
み
を
気
軽
に
ご
相
談

く
、
だ
さ
い
。

秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。

大
洲
市
担
当
の
婦
人
少
年
室
協
助
員

は
次
の
二
人
で
、
任
期
は
共
に
、
昭
和

六
十
三
一
年
四
月
一
日
か
ら
二
年
間
で
す
。

電住氏

話所名

久
米
山
秀
江

大
洲
市
平
野
町
野
田
八
五
五

⑪
5
2
8
3
 

マ
イ
ホ
ー
ム
は

財
形
持
家
転
貸
融
資
で

おおず

財
形
持
家
転
貸
融
資
は
、
勤
労
者
が

持
家
と
し
て
の
住
宅
を
建
設
、
購
入
、

改
良
す
る
場
合
に
、
そ
の
必
要
な
資
金

を
雇
用
促
進
事
業
団
(
政
府
関
係
機
関
)

が
事
業
主
な
ど
を
通
じ
て
、
融
資
す
る

公
的
融
資
制
度
で
す
。

O
融
資
を
受
け
ら
れ
る
方

財
形
貯
蓄
な
ど
を
実
施
し
て
い
る
事

業
主
で
す
。
事
業
主
を
通
じ
て
融
資
を

受
け
る
勤
労
者
の
条
件
は
、
財
形
貯
蓄

な
ど
を
一
年
以
上
し
で
い
て
、
残
高
が

五
十
万
円
以
上
あ
る
方
で
す
。

広報

O
資
金
の
種
類
と
融
資
額

新
築
資
金
(
土
地
取
得
も
含
む
)
、
購

入
資
金
(
新
築
・
中
古
)
、
改
良
資
金
。

融
資
額
は
、
財
形
貯
蓄
残
高
に
応
じ
て

最
高
十
倍
(
三
千
万
円
限
度
)
ま
で
。

貸
付
条
件
、
申
込
方
法
な
ど
詳
し
く

は
左
記
ま
で
わ
問
い
合
せ
く
だ
さ
い

0

0
雇
用
促
進
事
業
団
大
阪
支
部

大
阪
市
東
区
南
本
町
二
丁
目
六
番

也
4
1
J
 

宮

0
6
1
2
6
4
1
5
1
9
8

住氏

所名

光

田

喜

久

雄

大
洲
市
五
郎
甲
一
五
一
八

の
二

@
5
0
9
8
 

電

言舌

そ
の
他
詳
し
く
は
、
愛
媛
婦
人
少
年

室
(
松
山
市
辻
町
二
の
三
六
宮
0
8

9
9
⑫
6
7
7
1
)
ま
で
お
問
い
合
せ

く
だ
さ
い
。

/ζZJeiC72コ

O
愛
媛
県
労
働
基
準
局

宮

0
8
9
9
@
2
1
0
1

賃
金
課

O
財
形
融
資
業
務
取
扱
金
融
機
関

ま
ご
こ
ろ
の

金

一

封

若

(
指
定
配
分
)

金
一
封
(
平
野
地
区
社
協
へ
)

平

野

町

山

本

信

義

金
一
封
(
上
須
戒
地
区
社
協
へ
)

上

須

戒

白

石

嘉

男

金
一
封
(
上
須
戒
地
区
社
協
へ
)

上

須

戒

河

辺

重

孝

金
一
封
(
久
米
地
区
社
協
へ
)

阿

蔵

山

本

福

見

金
一
封
(
上
須
戒
地
区
社
協
へ
)

上

須

戒

西

岡

前

宮

土口岡

新増築家屋を

調査します
64/1 ，、d63/9 

今
年
、
新
築
ま
た
は
増
改
築
さ
れ
た

家
屋
に
つ
い
て
、
固
定
資
産
評
価
の
た

マ
サ
コ

お
く
り
も
の

(
敬
称
略
)

金
一
封
(
平
地
下
鶴
寿
会
・
平
地
上

鶴
寿
会
・
野
田
鶴
寿
会
へ
)

平

野

町

菊

池

久

典

金
一
封
(
寄
付
金
を
大
洲
育
成
固
と

大
洲
学
園
へ
)
若
宮
古
同
友
睦

(
物
品
の
口
座
)

座
椅
子
二
個
(
生
活
困
難
者
へ
)

大

洲

梶

尾

善

作

温
か
い
善
意
を
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。
感
謝
を
こ
め
て
掲
載
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。

大
洲
市
社
会
福
祉
協
議
会

8 -

一税務課

め
に
実
地
調
査
を
行
い
ま
す
の
で
、
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

な
お
、
滅
失
家
屋
(
と
り
こ
わ
し
た

家
な
ど
)
の
調
査
も
同
時
に
行
い
ま
す

の
で
、
該
当
家
屋
の
あ
る
方
は
、
早
め

に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

V
調
査
期
間

昭
和
六
十
三
年
九
月
中
旬
か
ら

昭
和
六
十
四
年
一
月
中
旬
ま
で

V
対
象
家
屋

昭
和
六
十
三
年
一
月
二
日
以
降
に

異
動
の
あ
っ
た
家
屋
。

詳
し
く
は
、
大
洲
市
役
所
税
務
課
固

定
資
産
税
係
ま
で

宮
⑫
2
1
1
1
内
線
2
4
5



おおず広報昭和63年 9月1日

(あなたも参加してみませんか〕

大募集申/サークル

博物館だより

大洲市勤労青少年ホーム
大洲市勤労青少年ホームで

は、サ ク ル 仲 間 を 募 集 し て

います。今年、新しく就職し

た人も、職場にも仕事にも慣

れてきたことと思います。余

暇を有効に使うあなたの生活

プ ラ ン の 中 に 、 勤 労 青 少 年 ホ

ムの活動を組み込んで、みて

はどうでしょう。

華道教室(池の坊)
毎月第 1・3水曜日

19:00------
月500円会費

茶道教室(裏千家)

毎月 第2・4水曜日

19:00------
会費月300円 女 人形 劇「 へソ 太郎 」女

毎週金曜日

入-%{乍りから三三;寅まて芯

4砂空手(芦原会H・
毎週火・木曜日

一初心者から指導しま F一

理教室
第 1・3木曜日

18:15------

会費月600円 -卓球クラブ.
毎週水曜日

明るく楽しくプレイ

そのイ也、歌声サークル、演劇

サークルなどもあります。

ぜ、ひ一度ホームを見学

に来てください。

場所大洲市中央公民館

電話 24-3161 

1料

高山植物写真展

大洲市立博物館では、 9月28

日まで、 「高山植物写真展」を

開催しています。

今凶は、北海道から九州、lまで

全国各地で撮影された高山植物

の 写真90点を展示しています。

石鎚山の項上で、 8月上旬に向

L川、さな花を咲かせる“イシズ

チボウフウ"を始め、妙高山(新

潟 県)の“ミヤマダ イ コ ン ソ ウ "

上高地(長野県)の“シラカパ"

jヒJ毎i亘の“ミズノ〈ショウ"・“ハ

マナス"などの美しい写真に[井i

まれ 、 高 山 の 香 りを楽しんでみ

るσ〉は_l 、 yう冶カ~-l'、しょうカ、。

ぜひー度ご来観ください。

~9 月 28日まで

※希望により、新たなクラブ

-サークルもつくれます。

No_117 

人
権
作
文
と
子
供
の
意
識

一
一
一
六
号
に
中
学
一
一
年
生
の
人
権
作

日
文
の
一
部
を
掲
載
し
ま
し
た
が
、
今
国

間
は
子
供
た
ち
の
作
文
に
見
ら
れ
る
意
識

討
に
つ
い
て
考
え
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
o

m

小
学
校
低
学
年
は
「
わ
る
口
」
「
け
ん

向
か
L

中
学
年
は
「
あ
だ
名
」
「
仲
間
は
ず

向
れ
し
等
、
高
学
年
は
「
思
い
や
り
」
「
乏

…
別
L

等
、
中
学
生
で
は
「
友
情
」
「
人
権
問

内
題
L

「
反
差
別
し
な
ど
、
同
和
問
題
に
迫

町
る
文
章
へ
と
展
開
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ

押
し
て
、
家
庭
の
中
で
は
「
差
別
を
さ
せ

~
な
い
、
許
さ
な
い
L

と
い
う
意
識
の
高

…
ま
り
が
見
ら
れ
ま
す
。

一
と
こ
ろ
で
、
人
権
作
文
は
、
一
九
五

一
九
年
(
昭
三
十
四
年
)
奈
良
県
同
和
教

問
育
研
究
会
が
人
権
作
文
の
募
集
を
始
め

内
た
の
が
最
初
で
す
。
元
来
は
生
活
綴
方

向
が
発
展
し
た
も
の
で
、
当
時
の
募
集
要

吋
項
に
は
次
の
様
な
事
が
示
さ
れ
て
い
ま

吋
し
た
。

叩
①
差
別
や
貧
困
、
人
権
無
視
に
お
け
る

昨
様
々
な
不
合
理
や
矛
盾
の
問
題
を
訴
え

哨
た
も
の
。

明
②
自
分
が
悲
し
か
っ
た
時
、
う
れ
し
か

判
っ
た
時
、
怒
っ
て
い
た
時
の
様
子
。

的
③
父
・
母
・
一
家
族
の
人
々
が
怒
っ
て
い

内
る
時
、
う
れ
し
が
っ
て
い
る
時
、
悲
し
ん

向
で
い
る
時
の
様
子
。

日
④
家
族
の
人
々
が
経
験
し
た
様
々
の
苦

向
し
み
や
差
別
の
事
。

人
権
と
同
和
教
育

⑤
学
級
会
、
児
童
会
、
生
徒
会
で
話
し

合
っ
た
り
取
り
組
ん
だ
り
し
て
い
る
問

題
の
中
で
、
一
人
の
悲
し
み
ゃ
悩
み
を

み
ん
な
の
問
題
と
し
て
、
取
り
組
ん
で

い
る
様
チ
な
ど
。

こ
う
し
た
趣
旨
で
始
め
ら
れ
た
人
権

作
文
で
す
が
、

A
7
は
い
ろ
い
ろ
な
形
で

取
り
組
ま
れ
、
時
を
経
る
に
つ
れ
、
道

徳
的
、
観
念
的
な
も
の
が
多
く
、
リ
ア

リ
ズ
ム
の
方
向
に
常
に
間
い
直
さ
れ
な

く
て
は
な
ら
な
い
と
考
え
る
も
の
で
す
。

前
号
の
中
学
二
年
生
は
、

「
:
:
:
私
た
ち
は
、
学
資
し
た
こ
と
を

一
家
族
で
話
し
合
い
、
家
庭
で
実
行
す
る

事
が
、
私
た
ち
の
責
任
で
す

Oi---L
と

結
ん
で
い
ま
す
。

地
区
懇
で
、
各
種
研
修
会
、
講
座
な
ど

で
、
同
和
問
題
に
つ
い
て
は
、
市
内
全
域

に
わ
た
り
、
草
の
恨
の
ご
と
き
広
が
り

を
も
っ
て
学
習
さ
れ
、
そ
の
内
容
は
十

分
浸
透
し
て
い
る
事
と
思
い
ま
す
。
し

か
し
、
知
っ
た
事
は
実
践
さ
れ
る
こ
と

に
よ
っ
て
こ
そ
、
初
め
て
生
き
た
知
識

と
な
る
も
の
と
思
い
ま
す
。

「
差
別
し
な
い
。
差
別
を
許
さ
な
い
し

姿
勢
を
、
中
学
二
年
生
の
作
文
に
見
る

意
識
の
様
に
、
日
常
生
汚
の
中
で
行
動

に
示
し
て
欲
し
い
と
願
う
も
の
で
す
。

9 



七
月
二
十
九
日
か
ら
八
月
七
日
ま
で
、

第
十
四
回
大
洲
肱
彩
会
展
(
熊
野
良
一
「
大
洲
風
景
L

「
夏
の
肱
川
」
「
春
賀

代
表
)
が
、
大
洲
市
立
博
物
館
で
聞
か
川
」
「
大
洲
百
景
L

な
ど
大
洲
の
さ
り

れ

ま

し

た

。

げ

な

い

風

景

の

中

に

ま

ご

こ

ろ

と

深

い

展
示
作
品
は
、
油
絵
を
中
心
に
日
本
昧
を
も
っ
て
語
り
か
け
て
く
る
作
品
が

画
、
水
彩
画
、
版
画
の
計
四
十
六
点
。
そ
ろ
っ
て
い
ま
し
た

0

0
ψ
。
ψ
の
伊
0
0
0
伊
ゆ
伊
の
伊
0
0
ゆ
ψ
0
0
0
@
ゆ
伊
ゆ
伊
場
伊
ゆ
伊
ゆ
。
砂
伊
ゆ
ψ
9
0
0
0
ゆ
ψ
0
0
0
@
の
伊
時
伊
ゆ
伽
沿
偽
申
@
ゆ
伊
ゆ
伊
ゆ
ゆ
ゆ
伊
ゆ
ψ
ゆ
ψ
o
o
o
v
ゆ
伊
0
0
め
り
ゅ
。
ゅ
0
0
0
0
ψ
。
ψ
ゆ
伊
0
0
0
ω
V
0
0
0
ψ
砂
ゆ
ゆ
0
0
0
0
0
ゆ
伊
の
ψ
o
o
o
u
o
ω
v
e
o
o
伊
0
0
0
伊
ゆ
ψ
。
伊
ゆ
伊
の
伊
ゆ
炉
。
ψ
0
0
0
ψ
ゆ
伊
の
伊

大
洲
へ
や
っ
て
来
ま
し
た
。

V
横
浜
に
も
花
火
大
会
は
あ
る
ん
で
す

V
大
洲
へ
来
た
頃
は
、
毎
週
松
山
ま
で
が
、
人
・
人
・
人
で
肝
心
の
花
火
が
よ

買
物
に
出
か
け
る
の
が
唯
一
の
楽
し
み
く
見
え
な
い
ん
で
す
。
大
洲
の
花
火
は

で

し

た

。

ゆ

っ

く

り

見

物

で

き

る

の

で

い

い

で

す

V
大
洲
は
人
情
味
豊
か
な
所
で
す
が
、
ね
。

少
し
閉
鎖
的
な
と
こ
ろ
が
あ
る
の
で
、

V
何
年
前
で
し
た
か
、

H

大
洲
百
景
U

本
当
の
魅
力
を
理
解
す
る
に
は
時
間
が
と
い
う
作
品
に
出
会
い
、
大
洲
の
自
然

か
か
る
よ
う
に
思
い
ま
す
。
と
、
そ
れ
を
愛
す
る
人
の
心
に
触
れ
、

V
大
洲
の
方
言
の
中
で
一
番
最
初
に
悩
大
洲
で
生
き
る
こ
と
の
素
晴
ら
し
き
を

ま
さ
れ
た
の
は
、

H

お
は
よ
う
ご
ざ
い
改
め
て
知
ら
さ
れ
ま
し
た
。

ま
し
た
山
で
し
た
。
「
あ
い
さ
つ
に
ま

V
娘
に
は
、
も
の
に
対
す
る
い
つ
く
し

で
過
去
形
が
あ
る
の
か
し
ら
?
」
と
頭
み
の
心
を
い
つ
ま
で
も
忘
れ
な
い
で
い

悩

ま

せ

た

も

の

で

す

。

て

欲

し

い

と

思

い

ま

す

。

昭和田年9月1日

日w@
@o  

奥

さ

ん

おおず

訪

広報

婦
人
農
業
大
学
開
講

七
月
二
十
五
日
、
大
洲
地
区
農
業
改

良
普
及
事
業
推
進
協
議
会
(
上
川
好
邦

会
長
)
主
催
の
婦
人
農
業
大
学
が
、
大

洲
市
農
協
会
館
で
開
講
し
ま
し
た
。

こ
の
大
学
は
、
農
業
及
び
農
家
生
活

に
つ
い
て
の
基
礎
知
識
と
技
術
を
習
得

す
る
こ
と
に
よ
り
、
自
主
性
を
持
っ
た

H

大
洲
吾
景
H

に
感
動

山
:
間
一
一
一
房
一
子
さ
ん
(
鷲
閉
し
諸
君

V
大
洲
へ
来
て
七
年
に
な
り
ま
す
。

V
出
身
は
横
浜
で
す
。
実
家
は
駅
の
す

ぐ
そ
ば
で
、
シ
ヨ

y
ピ
ン
グ
な
ど
を
楽

し
む
の
に
は
最
高
の
所
で
す
。

V
主
人
と
は
、
横
浜
で
働
い
て
い
た
頃

に
同
じ
職
場
で
知
り
合
い
ま
し
た
。
結

婚
後
、
七
、
八
年
は
横
浜
で
暮
ら
し
、

長
女
(
三
枝
子
さ
ん
日
中
学
二
年
生
)

が
小
学
校
へ
進
学
す
る
の
に
合
わ
せ
て

農
家
農
村
婦
人
の
育
成
を
図
る
こ
と
を

目
的
と
し
て
お
り
、
大
洲
市
で
開
講
さ

れ
る
の
は
今
年
が
初
め
て
で
す
。
受
講

者
は
市
内
の
農
家
農
村
婦
人
四
十
三
人

で
、
来
年
三
月
ま
で
、
八
回
の
研
修
会

が
聞
か
れ
ま
す
。

開
講
式
当
日
は
、
上
川
会
長
ら
の
あ

い
さ
つ
の
後
、
さ
っ
そ
く
第
一
回
目
の

研
修
が
聞
か
れ
、
近
田
市
長
の
「
豊
か

で
住
み
よ
い
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て
」
、

大
洲
農
業
改
良
普
及
所
主
査
の
稲
田
好

輝
さ
ん
に
よ
る
「
家
庭
菜
園
と
土
マ
つ
く

り
し
と
題
し
た
講
義
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

大
洲
肱
彩
会
展

新
刊
図
書
案
内

近
代
下
・
社
会
経
済
5

地
誌

H
-
近
世
下

四
季
も
よ
う
四
国
高
知
新
聞
社

大
自
然
の
誘
惑

N
H
K
ス
ペ
シ
ャ
ル
番
組
取
材
班
編

子
ど
も
期
と
老
年
期
平
井
信
義
著

生
徒

i
教
師
の
場
所
佐
藤
通
雅
著

子

ど

も

が

つ

く

る

渡

辺

明

著

三
歳
か
ら
の
便
所
掃
除
子
田
夏
光
著

天
皇
陛
下
の
植
物
学
ご
研
究

国
立
科
学
博
物
館

病
気
と
か
ら
だ
の
読
本
暮
し
の
手
帖
社

人
は
死
ね
ば
ゴ
ミ
に
な
る伊

藤
栄
樹
著

頭
が
突
然
鋭
く
な
る
右
脳
刺
激
法

品
川
嘉
也
著

小
売
り
売
上
税
が
や
っ
て
く
る

大
型
間
接
税
研
究
協
議
会
編

国
宝
へ
の
旅
日
・
ロ

N
H
K
取
材
斑
編

夫
か
ら
の
贈
り
も
の
長
岡
輝
子
著

プ
ロ
野
球
愛
情
物
語
梅
田
香
子
著

こ
と
ば
の
小
径
誠
文
堂
新
光
社

俳

句

古

寺

紀

行

青

入

社

薬

菜

飯

庖

筒

井

康

隆

著

執

鬼

西

村

寿

行

著

帰

路

北

方

謙

三

著

戦
士
に
一
課
は
い
ら
な
い
落
合
信
彦
著

へ
そ
も
の
が
た
り
高
森
和
子
著

私
の
シ
ベ
リ
ア
物
語
津
地
久
枝
著

真
由
美
最
後
の
証
言
鄭
建
円
安
著

ス
ト
ロ
ベ
リ
ー
・
ロ
l
ド
石
川
好
著

図

書

館

愛
媛
県
史

ハU
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⑨ 
くもり7.17 

連
合
青
年
団

サ
マ
ー
カ
ー
ニ
バ
ル

ポ
ー
ト
競
争

⑮ 

色
⑨

日
晴
肱
川
の
水
生
生
物
を
調
査

昭和63年9月1日

七
月
十
二
日
、
逆
磐
橋
近
く
の
河
原

で
、
水
生
生
物
に
よ
る
水
質
調
査
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

こ
の
調
査
は
、
「
肱
川
を
き
れ
い
に

す
る
協
議
会
L

の
主
催
で
行
わ
れ
た
も

の
で
、
当
日
は
菅
田
小
の
五
・
六
年
生

約
百
人
と
先
生
十
二
人
が
参
加
。
川
で

捕
え
た
水
生
生
物
を
分
類
し
、
そ
の
数

を
調
査
表
に
書
き
込
ん
で
い
ま
し
た
。

調
査
の
結
果
、
き
れ
い
な
水
に
住
む
生

物
が
最
も
多
か
っ
た
そ
う
で
す
。

美しく

郷土美化運動

カメラ

由
スケッチ

くもり'1.c，)'

跨々晴クb
ニ:c..

舞
つ花

火
絵
巻

掃室
凋斉v

v

 

七
月
十
七
日
、
郷
土
美
化
運
動
の
一
環
と
し
て
、
市
内
一

斉
清
掃
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
当
日
は
、
近
田
市
長
も
各
地
域

を
巡
回
し
な
が
ら
、
市
民
の
先
頭
に
立
っ
て
清
掃
活
動
に
励

み
ま
し
た
。

ま
た
七
月
十
一
日
に
は
大
洲
農
業
高
等
学
校
の
生
徒
が
、

七
月
十
二
日
に
は
大
洲
高
等
学
校
の
生
徒
が
、
緑
地
公
園
な

ど
の
清
掃
奉
仕
を
し
ま
し
た
。

一水天宮一

夏の夜を彩る水天宮の花火大会が、

7月21日夜、如法寺河原で行われまし

た。打ち上げ花火や仕かけ花火などの

約千発の花火が織りなす花火絵巻に、

訪れた人々も大満足のようでした。

7月末までの

大洲市内の交通事故

11 

7月末現在 昨年同期

イ牛 数 127 118 

負傷者 157 1 5 3 

死 者 l l 



昭和63年 9月1日

探
鍵
セ
ン
タ
ー
だ
よ
り

乳

幼

児

健
康
診
断

実

施

日

該

当

者

9
月
6
日
(
火
)
昭
和
臼
年
4
月
生
※

9
月
8
日
(
木
)
昭
和
白
年
2
月
生

9
月
日
日
(
火
)
昭
和
臼
年
1
月
生
※

9
月
初
日
(
火
)
昭
和
白
年
目
月
生
※

9
月
幻
日
(
火
)
昭
和
的
年
8
月
生

※
は
肱
南
・
肱
北
地
区
の
み

受
付
時
間
日
時
1
日
時
叩
分

実
施
場
所
大
洲
市
保
健
セ
ン
タ
ー

持
参
品
母
子
健
康
手
帳

成
人
病
・
結
核
検
診

実

施

日

9
月
1
日
(
木
)

9
月
2
日
(
金
)

9
月
比
日
(
水
)

場

所

新
谷
連
絡
所

大
川
連
絡
所

蔵
川
(
基
幹
集
落

セ
ン
タ
ー
)

広報

相談ごと案内

いずれも無料です。気軽にご

利用ください。

修交通事故相談

と き 9月 8日 10時一15日寺

9月20日。

ところ 市 役 所 別館 3階会議室

砂人権相談

とき 9 月 20 日 13時~16時

ところ 社 会福祉協議会事務局

惨法律相談

と き 9月 5日 13日寺一16日寺

ところ 社 会福祉協議会事務局

砂心配こ、と相談

と き 9月 l日、 12日、 26日

13日寺~16a寺

ところ 社会福祉協議会事務局

砂家庭児童相談

と き 毎日の執 務 時 間 中

ところ 大 洲 市 福祉事務所

砂行政相談

と き 9月17日 9日寺一12日寺

ところ 市役 所 1階会議室

急くや時は宮⑫3794 (玉木) まで

砂社会保険相談

と き 9月20日 10日寺~16日寺

ところ 大川、滴工会議所

担当 松 山 西 社会保険事務所

砂医師・栄養士による健康相談

とき 9 月 22 日 13時~15時

ところ 大洲市保健センタ

対象 40歳以上の人

砂何でも相談

と き 毎日の執 務 時 間 中

ところ 大洲隣保館宮⑫6100

大 洲 福 祉会館宮⑮0947

砂不動産無料相談

とき 9月15日 9a寺~16a寺

ところ 宅 建 協 会大洲支部

フヂエダ花庖 2階 、 常 磐 町 4

おおず

徳
森
(
児
童
セ
ン

ー

タ

l
)

日

9
月
却
日
(
木
)
平
野
連
絡
所

9
月
初
日
(
金
)
平
野
連
絡
所

受
付
時
間

9
時
加
分

1
日
時

3
土
寸

1
5
寺

可
E

4

n

H

H

1

1

よ

門

門

H

無
料

検

診

料国

間

が

ん

検

芸会
。::;

場

所

徳
森
(
児
童
セ
ン

タ
ー
)

9
月
初
日
(
月
)
南
予
被
服

受
付
時
間

8
時
1
目
時

検

診

料

9
0
0
円

対
象
者
的
歳
以
上
の
方

実

施

日

9
月
紅
白
(
水

肺

が

ん

検

幸会。9

実

施

日

9
月
1
日
(
木

9
月
H
日
(
水

場

所

新
谷
連
絡
所

蔵
川
(
基
幹
集
落

セ
ン
タ
ー
)

徳
森
(
児
童
セ
ン

タ
ー
)

9
月
白
日
(
木
)
平
野
連
絡
所

9
月
初
日
(
金
)
平
野
連
絡
所

受
付
時
間

9
時
1
9
時
部
分

※
た
だ
し
幻
日
(
徳
森
)
に
限
り

8
時
1
9
時

検
診
料
検
震
の
必
要
な
方
4
0
0
円

対

象

者

ω歳
以
上
の
方

9
月
幻
日
(
水

婦

人

が

ん

検

診

場

所

徳
森
(
児
童
セ
ン

タ
ー
)

9
月
お
日
(
月
)
南
予
被
服

受
付
時
間
日
時
l
u
時

検
診
料
子
宮
が
ん
検
診

7
0
0
円

乳
が
ん
検
診

2
0
0
円

切
歳
以
上
の
女
性

実

施

日

9
月
幻
日
(
水

対
象
者

健

康

談

本目

日
時:

9
月
比
日
と
9
月
出
日

ミ
ノ
士
寸
心
¥
ワ

1
2土
寸
、

3
土
寸

1
5土
寸

〈
‘
ロ
u
q
u
ノ~ノ

1
i
口
μ

1

i

口
μ

1

i

ロμ

場
所
市
役
所
一
階
会
議
室

9 
(月
日 4
)日

9
月
日
日

(
日
)

9 
(月
木 15
)日

9 
(月
日 18
)日

9
月
お
日

(
金
)

沢
井
耳
鼻
科
(
中
村
)

宮
⑫
2
5
1
0

大
洲
中
央
病
院
(
東
大
洲
)

宮
⑪
4
5
5
1

沢
井
小
児
科
(
中
村
)

宮
⑪
7
5
3
0

大
洲
中
央
病
院

宮
⑪
4
5
5
1

亀
井
小
児
科
(
東
大
洲
)

宮
⑫
3
7
5
7

大
洲
中
央
病
院

宮
⑪
4
5
5
1

松
尾
産
婦
人
科
(
中
村
)

宮

(
ω
5
8
0
3

大
洲
中
央
病
院

告
(
旬

4
5
5
1

池
田
泌
尿
器
科
(
東
大
洲
)

宮
⑫
3
1
0
0

大
洲
中
央
病
院

9
月
お
日

(
日
)

告

(
ω
4
5
5
1

清
家
産
婦
人
科
(
東
大
洲
)

宮

(
ω
6
8
6
8

大
洲
中
央
病
院

宮

(
ω
4
5
5
1

献
血
の
お
知
ら
せ

次
の
よ
う
に
採
血
車
が
巡
回
し
ま
す

の
で
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

実
施
日

9
月
1
日
(
木
)

場

所

時

間

市
立
大
洲
病
院

9
時
却
分

1
ロ
時

八
幡
浜
地
方
局
大
洲
出
張
所

日
時
i
u
時
却
分

愛
媛
ク
ミ
ア
イ
食
肉
セ
ン
タ
ー

日
時
l
M
時
却
分

歯
科
相
談
(
大
洲
保
健
所
)

12 

実

施

日

内

容

9
月
幻
日
(
水
)
成
人
歯
科
相
談

9
月
お
日
(
水
)
乳
幼
児
歯
科
相
談

受
付
時
間
日
時
か
ら
で
す
。
前
も
っ

て
電
話
連
絡
を
わ
願
い
し
ま
す
。

宮

(
ω
3
1
6
5期

納期は 9月30日

国民健康保険税

今月の納税

2 


	ページ分け12p用

